
　
2022年７月期  第３四半期決算短信〔日本基準〕（連結）

2022年５月27日

上場会社名 株式会社大和コンピューター 上場取引所  東

コード番号 3816 ＵＲＬ  https://www.daiwa-computer.co.jp/jp/

代表者 （役職名）代表取締役社長 （氏名）中村　憲司

問合せ先責任者 （役職名）取締役専務執行役員 （氏名）林　正 ＴＥＬ  072-676-2221

四半期報告書提出予定日 2022年６月14日 配当支払開始予定日 －

四半期決算補足説明資料作成の有無：無

四半期決算説明会開催の有無      ：無

（百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年７月期第３四半期 2,203 13.9 408 2.3 433 0.8 282 0.7

2021年７月期第３四半期 1,934 △8.1 399 0.1 429 4.2 280 3.4

（注）包括利益 2022年７月期第３四半期 198百万円（△29.8％） 2021年７月期第３四半期 283百万円（△5.9％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年７月期第３四半期 72.61 －

2021年７月期第３四半期 71.92 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年７月期第３四半期 5,300 4,359 82.3 1,126.11

2021年７月期 5,153 4,254 82.5 1,091.65

（参考）自己資本 2022年７月期第３四半期 4,359百万円 2021年７月期 4,254百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年７月期 － 0.00 － 17.00 17.00

2022年７月期 － 0.00 －

2022年７月期（予想） 17.00 17.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 2,720 4.2 465 0.8 480 △3.3 314 △4.4 80.69

１．2022年７月期第３四半期の連結業績（2021年８月１日～2022年４月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2022年７月期の連結業績予想（2021年８月１日～2022年７月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年７月期３Ｑ 3,949,762株 2021年７月期 3,949,762株

②  期末自己株式数 2022年７月期３Ｑ 78,345株 2021年７月期 52,761株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年７月期３Ｑ 3,886,269株 2021年７月期３Ｑ 3,896,016株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（注）詳細は、添付資料Ｐ.７「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事

項（会計方針の変更）」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項等については、添付資料２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予

測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、新型コロナウイルス感染の減少傾向から経済活動の再開・回

復へ期待が強まっていましたが、海外での新型コロナウイルスの変異株の拡大や国内における流行の継続、また足

元での世界的な政治情勢の変動による資源価格の上昇や物価高、さらにサプライチェーンの混乱などが日本経済に

も波及し、先行きはこれまでにも増して不透明な状況が続いております。

　情報サービス産業においては、企業のＩＴ投資意欲は慎重ながらも、コロナ禍での新しい戦略的で厳選されたＩ

Ｔ需要や働き方改革・人手不足への対応やデジタル化による自動化・効率化・省力化等システム投資への需要の高

まりが見られました。

　このような状況の中、当社グループは引き続き、新分野への受注活動にも注力しつつ、在宅勤務を継続するなど

の感染拡大防止策を講じながら、働き方改革に伴う生産性の向上や業務の効率化を目指し、更なる採算性の重視、

品質の向上に努めてまいりました。

　その結果、当第３四半期連結累計期間における経営成績は、次のとおりとなりました。

　売上高は、ソフトウェア開発関連の売上が堅調であったことから、2,203百万円（前年同期比13.9％増）、売上

総利益は、715百万円（前年同期比0.0％減）となりました。営業利益については、販売費及び一般管理費が307百

万円（前年同期比3.0％減）であり、408百万円（前年同期比2.3％増）となりました。経常利益については、営業

外収益が43百万円、営業外費用が18百万円であったことから、433百万円（前年同期比0.8％増）となりました。親

会社株主に帰属する四半期純利益は、税金等調整前四半期純利益が433百万円（前年同期比0.8％増）、税金費用は

151百万円（前年同期比1.0％増）となり、その結果、282百万円（前年同期比0.7％増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

　当第３四半期連結会計期間末における資産合計は5,300百万円となり、前連結会計年度末に比べ146百万円の増加

となりました。これは主に、投資有価証券が130百万円減少したものの、現金及び預金が90百万円、受取手形、売

掛金及び契約資産が170百万円それぞれ増加したことによるものであります。

　当第３四半期連結会計期間末における負債合計は940百万円となり、前連結会計年度末に比べ41百万円の増加と

なりました。これは主に、未払法人税等が19百万円、長期未払金が13百万円それぞれ減少したものの、賞与引当金

が71百万円増加したことによるものであります。

　当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は4,359百万円となり、前連結会計年度末に比べ105百万円の増

加となりました。これは主に、剰余金の配当66百万円、自己株式の取得27百万円及びその他有価証券評価差額金の

減少83百万円があったものの、親会社株主に帰属する四半期純利益282百万円の計上により増加したことによるも

のであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2022年７月期の連結業績予想につきましては、2021年８月27日の「2021年７月期 決算短信」で公表いたしまし

た通期の連結業績予想に変更はありません。今後、業績予想の見直しの必要性が生じた場合は、速やかに「業績予

想の修正に関するお知らせ」を発表いたします。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年７月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年４月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,977,980 3,068,060

売掛金 357,861 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 528,037

仕掛品 25,598 1,178

その他 36,338 42,609

貸倒引当金 △1,939 △2,679

流動資産合計 3,395,840 3,637,207

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 300,344 284,636

土地 796,257 796,257

その他（純額） 21,321 14,717

有形固定資産合計 1,117,923 1,095,611

無形固定資産 12,207 9,924

投資その他の資産

投資有価証券 531,330 400,829

その他 97,383 157,968

貸倒引当金 △1,200 △1,200

投資その他の資産合計 627,514 557,597

固定資産合計 1,757,645 1,663,133

資産合計 5,153,485 5,300,340

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年７月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年４月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 9,547 9,670

未払法人税等 116,067 96,271

賞与引当金 90,700 162,180

プログラム保証引当金 6,144 13,486

受注損失引当金 － 633

その他 361,736 355,499

流動負債合計 584,195 637,741

固定負債

長期借入金 30,000 30,000

退職給付に係る負債 141,034 142,488

長期未払金 142,521 128,916

その他 1,554 1,554

固定負債合計 315,110 302,958

負債合計 899,306 940,699

純資産の部

株主資本

資本金 382,259 382,259

資本剰余金 294,200 294,200

利益剰余金 3,332,033 3,547,965

自己株式 △25,762 △52,985

株主資本合計 3,982,730 4,171,439

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 271,449 188,201

その他の包括利益累計額合計 271,449 188,201

純資産合計 4,254,179 4,359,641

負債純資産合計 5,153,485 5,300,340
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年８月１日
　至　2021年４月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年８月１日

　至　2022年４月30日)

売上高 1,934,354 2,203,184

売上原価 1,218,098 1,487,276

売上総利益 716,255 715,907

販売費及び一般管理費 316,634 307,292

営業利益 399,621 408,615

営業外収益

受取利息 64 43

受取配当金 9,629 10,173

為替差益 4,934 25,801

受取家賃 4,657 4,819

雇用調整助成金 11,205 －

その他 2,127 2,174

営業外収益合計 32,618 43,011

営業外費用

支払利息 670 670

障害者雇用納付金 1,850 1,850

投資事業組合運用損 － 15,576

その他 － 244

営業外費用合計 2,520 18,341

経常利益 429,718 433,285

税金等調整前四半期純利益 429,718 433,285

法人税、住民税及び事業税 172,824 170,220

法人税等調整額 △23,288 △19,115

法人税等合計 149,535 151,104

四半期純利益 280,183 282,180

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純利益 280,183 282,180

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年８月１日
　至　2021年４月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年８月１日

　至　2022年４月30日)

四半期純利益 280,183 282,180

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 3,029 △83,247

その他の包括利益合計 3,029 △83,247

四半期包括利益 283,212 198,933

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 283,212 198,933

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等

を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又は

サービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

　従来、受注制作のソフトウェアに係る収益については、進捗部分について成果の確実性が認められるものは進行基

準によっており、その他のものは完成基準によっておりましたが、収益認識会計基準等の適用に伴い、履行義務の充

足に係る進捗度を見積り、当該進捗度に基づき収益を一定の期間にわたり認識する方法に変更しております。なお、

進捗度を合理的に見積もることができないが、当該履行義務を充足する際に発生する費用を回収することが見込まれ

るものについては、原価回収基準により収益を認識しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連結

会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただし、収益認識会

計基準第86項に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに従前の取扱いに従ってほとんど全

ての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。

　この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高および売上原価はともに16,258千円増加しておりますが、営業利

益、経常利益および税金等調整前四半期純利益に与える影響はありません。

　収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示していた

「売掛金」は、第１四半期連結会計期間から「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示することとしました。

なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方法によ

り組替えを行っておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項および「金融商品に関する会計基準」（企

業会計基準第10号　2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新

たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与える影響はありませ

ん。

（追加情報）

新型コロナウイルス感染症の影響に関する会計上の見積りの仮定につきましては、前連結会計年度の有価証券報告

書の追加情報に記載した内容から重要な変更はありません。
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